
ࢢ山෭಄औ（左）とখ山ߦఆॻを手にするຊγςΟۜڠ▲

▲は͡Ίての体ݧにʮָしいʯとসإをͤݟる大थ͘ん（ࢢதԝ）
きの ͻろき

˛大会での̍ Ґを小山市長に報ࠂ

˛ઌ生の指ಋを受けܕをܾめる小ᢠさん

˛ബくۉに生地を延します

˛のどごしの良いおいしいそができました に教わりながらそを切りますࢣߨ˛

˛ਫのਁ入を防ぐのう積み上͛の܇࿅

えるདྷ場ऀߏの光をちܬ˛

　市にॅむ小ֶ6年生、小ᢠѪ賀さんがJ0$ジϡχアオリ
ンϐックカップ武ज़ଠݓۃ大会、初ڃ長ثցঁ子の෦で1Ґ
を֫ಘしました。これまでؔ౦ݍ、ؔ ݍのऀٕڝが上Ґを
めていた中ࠃ武ज़の大会において、大มを見ுると
のことです。
　小ᢠさんは6歳から中ࠃ武ज़を࢝め、ि3回の࿅शに心
に取りんでいます。また、࿅श中は演武をしたϏσオでܕ
を֬ೝするなど、ڀݚ心な࢟も見せていました。
　小ᢠさんは「自が長したことがかると、すごく楽し
いです」と、中ࠃ武ज़のັ力を笑إで語っていました。また、6
月に開催された表બ考会でબ出され、アジアジϡχア大
会への出場がܾまりました。今ޙも活༂が期されます。

中ࠃ武ज़の期の新

খᢠѪլさΜがଠݓۃେ会で̍ ҐΛ֫ಘ

　6月14日、ܣொެ民館でそଧち体験会が行われました。
はじめに、ࢣߨの「ੴ൨き手ଧちڶഴી࿏」（福岡市中ԝ区）
の宮㟒さんが、そଧちを披露しました。つづいて参加ऀ
もܣொで昨年ഓされたそคを使い、実際にそଧちに
ઓしました。生地をこねたり広͛たり、参加ऀどうし協力し
楽しみながら、そをさせました。
　それぞれがଧったそをࢼ৯する機会もあり、久山ொから
参加した中ོ೭さんは、「やっͺりプϩのຯはҧいますね」
と話していました。また、ܣொの櫻井さんは、「Ոでもそを
ଧったことがありますが、ࢣߨにशえてとても参考になりま
した。今はՈと一ॹにͥͻそをଧちたい」と感想を
語っていました。

手づくりのඒຯしさをת

ொでͦଧͪ体験ܣ

災害にඋえて

ਫ܇࿅が։࠵されました

　6月14日、日ࣘ1ஸにある集いの駅でਫ防܇࿅が開催
されました。約1�0人の消防ஂ員とफ૾消防ॺ員が協力し、
今ޙ発生するՄ性のある߽Ӎ災害などを想定した、උえの
֬ೝを行いました。
֑、࿅では、のうの作や積み上͛܇　 ่れࣼ໘へのシー
トுりを、消防ॺ員の指ಋを受けながら、消防ஂ員が手際よ
く行っていました。ਫ防܇࿅を見ֶしていた、日ࣘ地区に
ॅむ҆෦さんは、「どのような災害へのඋえがあるのかる
いい機会となりました」と語っていました。

地歩創生で連ܞを

ຊγςΟۜߦͱํੜʹؔ͢るแׅ協定Λ݁ͼました

をたのしむࡇを近にܬ

΄たるまͭりが։࠵されました

　6月6日、�日、ほたるのཬ（本自વެԂ）でほたるまつ
りが開催されました。๛かな自વがるほたるのཬには、ຖ
年ଟくのܬを見ることができます。当日はԻ楽のステージや
露ళが出ళされ、たくさんの人がさわやかな自વの中で行わ
れたおࡇりを楽しんでいました。
　辺りがうす҉くなったࠒには、ਫ辺の近くにたくさんの人
が集まり、ܬの光がともり࢝めるのを持ちます。日がམちる
間際には、ちらほらとܬの優しい緑の光が見え࢝め、光る
に大きな声が上がっていました。

　̒ 月̍ 日̒、市と日本シティۜ行が「地ํ創生にؔする包ׅ
協定」を結びました。この協定は、地ํ創生をਐめる市が、民間
、のϊウϋウを取り入れようとక結されたものです。そしてۀا
地ํ創生総合ઓུのܭ画づくりや、その実行にも活༻が見込
まれています。
　また、市ொଜとۚ༥機ؔの連ܞは県で初のࢼみで、今ޙの
展開が市の֎からもされます。市長は、「市の๛かな自
વを生かし、新たなັ力を生み出したい」と語り、これからの市
のະདྷを担うܭ画に期を寄せていました。

お米を作るのは大ม

ా২͑体験が͋りました
　6月13日、ڷ花Ԃԣのਫ田で田২え体験がありました。
子どもから大人まで、約200人が参加し、機ցを使わない昔な
がらの手২えでਫ田にҴを২えていきました。「ਫをுったਫ
田は、い΅って（͵かるみに足を取られる）歩くのがしく、ࢥっ
たҎ上に体力を使います」と参加ऀの一人は語り、昔ながらの
田২えのۤ࿑も体験していました。
　田২えのޙには、田২えだごや市でとれたいスイカが振
るわれ、参加ऀは体験ޙのおいしいͻとときも楽しんでいま
した。
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表彰された人権擁護委員の大賀さん（左）と山田さん（右）

▲裂織りで花瓶敷きを織る花田さん

▲表彰状と盾を手にする福間病院自衛消防隊員の皆さん▲元気な曲では体を動かして歌います

創作紙版画展

　6月1日、昨年入会した大和2区の老人会である大寿
会で、宮地嶽神社の一日参りに参加しました。大寿会
には足腰の弱りを防ぐことと、会員の皆さんとの交流
を図りたいと考え、5月から夫婦で参加しています。
　宮地嶽神社に参ると、新緑と菖蒲に迎えられ、会員
の皆さんの足取りも軽快で、ほほ笑みながら会話も弾
みました。

　6月4日、津屋崎千軒なごみで「創作紙版画展・LABK2

（ラボケイツー）主催」が開かれました。紙版画は手軽なが
らも、この創作紙版画展の作品ではオリジナルの発想と
彩色でできた群青や朱が温かさをおび、見る人を楽しま
せてくれます。
　また、主宰の菊池さんは「作品作りには感動の積み重ね
が大切です」と紙版画の世界の奥深さを語っていました。

宮地嶽神社の菖蒲

　天候にも恵まれた5月24日、ラブアースクリーンアッ
プ2015が開催されました。会場の一つの福間海岸で
は、去年を上回る人数が参加しました。すがすがしい空
気の中、子どもも犬もお手伝いしていました。
　年々海岸のごみも少なくなり、マナーも行き届くよう
になっているようです。福津の海岸を誇りにしたいもの
です。

ラブアースクリーンアップ2015

　6月6日、JR九州ウォーキングが開催されました。福
間駅を出発地として、約1600人が参加し、宮地嶽神
社の菖蒲まつりや、津屋崎千軒の歴史ある街並みの散
策をしました。当日は晴天に恵まれ、11㎞のコースを
約３時間半かけて歩き、心地よい汗をかきながら、有
意義な時間を過ごすことができました。 （写真は波折
神社）

JR九州ウォーキング

【山本武利】【徳永孝志】【有吉敏高】 【櫻井紀子】

男声合唱の力強い歌声

メンネルコール定期演奏会
　6月14日、市文化会館カメリアホールで、第5回メンネルコー
ル福津定期演奏会が開催されました。前回の演奏会から3年ぶ
りとなった今回も、会場には沢山の人が訪れ、立ち見も出るほ
どでした。
　ステージでは、28歳から85歳まで40人を超える男性が、満
員の客席を前に歌声を披露しました。それぞれのパートが合わ
さり、しっとりとした曲から元気の良いアップテンポの曲まで、
心を込めた歌声が響きました。一曲が終わるたびに会場は大き
な拍手で溢れ、カメリアホールは活気に包まれていました。

地道な活動が実を結びました

人権擁護委員が表彰されました
　5月29日に行われた、県人権擁護委員連合会総会で、市の人
権擁護委員の山田宏子さんと大賀英一さんの二人に、それぞ
れ福岡県法務局長感謝状と福岡県人権擁護委員連合会長表彰
が贈られました。二人は長年にわたって、人の心の温かさや優し
さに寄り添いながら、地域に密着した活動を続けてきました。
　「人権相談で相談員を担うなど、地道な活動を続けてきまし
た」と二人はこれまで積み重ねを振り返り、表彰されるまでの道
のりを語ってくれました。

「昔ながら」に触れました

ふっくるで機織り体験

　6月15日、福間駅にある観光情報ステーション「ふっくる」
で行われている、機織り体験を訪れました。もとは久留米絣
を織っていたもので、使われなくなったところをきれいに直
したそうです。体験では、「彩り工房」の田辺さんに教えても
らいながら、裂いた布を織り込む「裂織り」という手法で花瓶
敷きを作っていました。
　体験に参加した、花見が丘の花田さんは「手づくりの温か
さがありますね」と語り、はじめての体験ながら、手際よく折
り込んでいました。

素早い消火活動で被害を最小限に

初期消火協力表彰が贈られました
　6月16日福間病院自衛消防隊員の5人が初期消火協力表彰
を受けました。これは、5月13日に花見が浜で発生した建物火
災で、自衛消防隊員が初期消火活動を行い、近くの建物への延
焼を防いだことへの表彰です。
　火災現場に駆け付けた自衛消防隊員の永島さんは、「消さな
くては」ととっさに考え、隊長の髙田さんの指揮のもと、消火活
動を行ったそうです。消防長も「自助共助の精神を持った素晴
らしい行動で、被害の拡大に貢献いただきました」と勇気ある
行動を称えていました。

くるめがすり

さきお

しょうぶ

6月1日号市民広報ボランティアコーナー『楽しく集える「ギャラリーYAA（ヤー）」』を担当されたのは櫻井紀子さんでした。　　訂正しておわびします。
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